
ナンバリング：P1-L1-Z06 

物理学実習 

責 任 者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 物理学科 奥村 健一 准教授 

担当講座・学科(分野) 物理学科 

対象学年 1 

区分・時間数 
（1 コマ 2 時間換算） 

実験 42 時間（21 コマ） 期  間 前期 

単 位 数 1 単位  

・ねらい 

物理学実習では実験や観察を通して様々な物理現象とその背後にある物理法則を実地に体験することにより、

自然科学の方法論と座学では得られない物理に対するより深い理解を得ることができる。また実験や観察を通

して実習機器の使用法、測定値のまとめ方、レポートの書き方などに習熟することにより、専門分野において

の基礎実験や創造的研究を行う基礎能力を養うことができる。 

・学修目標 

1. 物理量の基本単位の定義を説明できる。 

2. 有効数字の概念を説明できる。 

3. 物理学における基礎量の測定ができる。 

4. オシロスコープやテスターなどを用いた電気計測ができる。 

5. 放射線の測定法を図解し、α、γ、パルス近赤外線を測定できる。 

6. 小動物の X 線撮影を行い、超音波により人体内部をみることができる。 

7. 近赤外線（NIR）の性質を理解し、被写体のプロジェクションデータを撮り､断層像を再構成できる。 

・薬学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4 年度改訂版）対応項目 

C-1-2 電磁波、放射線、C-2-8 生体に用いる分析技術・医療機器、E-3-2 生活環境・自然環境の保全  

・学修事項 

(1) 有効数字の概念と実験誤差の取扱い 

(2) 物理学における基礎量の測定方法 

(3) オシロスコープやテスターなどを用いた電気計測 

(4) 放射線の種類と性質、およびその測定法 

(5) 医療で用いる様々な体内撮像法の原理 

・この科目を学ぶために関連の強い科目 

ベーシック物理、情報科学 

 



・この科目を学んだ後につなげる科目 

基礎物理学 

 

・講義日程                            （矢）西 105 1-E 講義室 

月日 
曜

日 

時

限 
講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

6/12 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

測定と測定誤差、PC の使用方法、実験レポートの書き方 

 

1. 実習機器を扱う上での注意事項を説明できる。 

2. 測定誤差の意味を理解し、その評価ができる。  

6/12 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

測定と測定誤差、PC の使用方法、実験レポートの書き方 

 

3. 実験に必要な PC の基本的な操作ができる。 

 

6/12 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

測定と測定誤差、PC の使用方法、実験レポートの書き方 

 

4. 実験レポート作成の目的を理解し、必要な内容を説明でき

る。 

【グループワーク】 グループによるコイン投げ実験 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

6/19 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

重力加速度とヤング率 

 

1. 振り子を用いた重力加速度の測定原理を説明できる。重力加

速度の測定を行い、誤差を正しく評価できる。 

 

6/19 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

重力加速度とヤング率 

 

2. ヤング率の定義を説明でき、サールの装置を用いたヤング率

の測定法を図解できる。 

6/19 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

重力加速度とヤング率 

 

3. ヤング率の値を測定でき、測定誤差を評価できる。 

 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

6/26 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

熱電対と液体の密度 

 

1. 熱電対の原理を説明し、温度を正確に測定できる。 



6/26 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

熱電対と液体の密度 

 

2. 冷却曲線を用いてウッド合金の融点を測定できる。 

6/26 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

熱電対と液体の密度 

 

3. ヘアーの装置を用いた液体の密度の測定法の原理を説明で

き、与えられた試料の密度とその誤差を求められる。 

 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

7/3 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

霧箱、ガイガー計数管、パルス放射線検出器 

 

1. 霧箱を用いてα線の飛跡を観察できる。 

7/3 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

霧箱、ガイガー計数管、パルス放射線検出器 

 

2. ガイガーカウンターを用いてγ線を測定できる。 

7/3 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

霧箱、ガイガー計数管、パルス放射線検出器 

 

3. パルス近赤外線をフォトトランジスターとオシロスコープを

使って測定できる。 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

7/10 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

超音波診断と軟Ｘ線撮影 

 

1. 心臓の超音波断層像を撮影できる。 

7/10 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

超音波診断と軟Ｘ線撮影 

 

2. コンピューターⅩ線撮影システム（CR）を用いて生体ファン

トムを高コントラストで撮影できる。 

7/10 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

超音波診断と軟Ｘ線撮影 

 

3. Image J を用いてⅩ線画像の明るさやコントラストなどを調

整できる。 

【クル゙ーフワ゚ーク】 少人数のグループによる実習 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

7/17 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

オシロスコープとテスター1 

 

1. 研究で必要であり、モニターを有する計測器の基本となるオ

シロスコープの構造を簡単に説明できる。 

2. オシロスコープの電圧波形を読み取ることができる。 



7/17 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

オシロスコープとテスター2 

 

1. 抵抗・電流・電圧の計測原理を説明できる。 

2. 原理に基づく理論値の計算を行い、計測値との比較ができ

る。 

7/17 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

オシロスコープとテスター3 

 

1. オシロスコープの誤差の原因が説明できる。 

2. オシロスコープの誤差を防ぐ工夫について簡単に説明でき

る。 

3. 計測で誤差の生じやすい箇所を指摘できる。 

 

事前学修：実習書の該当箇所の予習 

7/24 木 3 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

近赤外線 CT 

 

1. LED を用いた近赤外線発光回路を説明できる。 

7/24 木 4 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

近赤外線 CT 

 

2. フォトトランジスタを用いた受光回路を説明できる。 

7/24 木 5 物 理 学 科  

奥村 健一 准教授  

小 松  真  講 師  

小田 泰行 講師 

近赤外線 CT 

 

3. CT 撮影の原理を説明し、断層像を再構成できる。 

 

事前学修：実習書の該当箇所の予習

https://www.med.shimadzu.co.jp/products/om/qa01.html#01 の

要点をまとめる。 

 

・ディプロマポリシーとこの科目関連 

１．薬剤師として医療に携わる職業であることを理解し、高い倫理観と豊かな人間性、及び社会の変化

に柔軟に対応できる能力を有しているもの。 

 

2．地域における人々の健康に関心をもち、多様な価値観に配慮し、献身的な態度で適切な医療の提供

と健康維持・増進のサポートに寄与できるもの。 

 

3．チーム医療に積極的に参画し、他職種の相互の尊重と理解のもとに総合的な視点をもってファーマ

シューティカルケアを実践する能力を有するもの。 

○ 

4．国際的な視野を備え、医療分野の情報・科学技術を活用し、薬学・医療の進歩に資する総合的な素

養と能力を有するもの。 

◎ 

 

・評価事項とその方法 

学修事項 DP 中間試験 レポート 小テスト 定期試験 発表 その他 合計 

1、2、

3、4、5 
3、4  100     100 

合計  100     100 

 

 

 

 



・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  
医歯薬系における

物理学実験  
奥村健一、他 橋本印刷 2025 

教  
理科年表 2025 ﾎﾟ

ｹｯﾄ版  
国立天文台、編 丸善出版 2024 

参  
医歯系の物理学 

第 2 版  
赤野松太郎、他 東京教学社 2022 

・特記事項・その他 

【事前学修内容及び事前学修時間】 

教科書（実習書）を読み、図書館の蔵書やオンライン百科事典、理科年表、上記 URL などを参考にして 30 分以上

の事前学修を行う。特に大学で初めて触れる学生が多いと想定される実験装置の使用目的・使用用途や実習で使用

する数式について事前によく調べておく。また本実習前に行われる情報リテラシーに関わる内容について、WORD

と EXCEL の基本的な使用について事前に復習を行うこと。講義中は指導教員の指示に従って実習を行う。自己判

断により実習を終了してはならない。実習終了後にレポートを提出する。レポート作成には概ね 60 分程度の時間

をかけることとする。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

物理学実習指定のレポート用紙を用い、実習書に似たフォーマットでレポートをていねいに書くことが大切であ

る。実習書にある表とグラフは必ずレポートに添付し、実習書にある装置の写真をコピーして貼り付けてはならな

い。定規などを使って原理図を書き、考察や感想を最低でも 10 行以上記述する必要がある。各レポートは 100 点

満点で採点され、それらの平均が評点となる。採点後のレポートは単位認定後に閲覧の機会を設ける。 

 

当該科目に関連する実務経験の有無 無 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

実験  ヤング率測定器 8  物理学実習に使用  

実験  ボルダ振り子 8  物理学実習に使用  

実験  デジタルマルチメーター 7  物理学実習に使用  

実験  超音波デジタル距離測定キット 8  物理学実習に使用  

実験  
デジタルオシロスコープ（日本テクト

ロニクス）TDS1012B 
4 物理学実習に使用 

実験 近赤外ストロボ装置・検出器 4 物理学実習に使用 

実験 ガイガーカウンター(TORECK LD-101) 2 物理学実習に使用 

実験 
デジタルオシロスコープ（日本テクト

ロニクス）TDS2002C 
3 物理学実習に使用 



実験 
デジタルオシロスコープ（日本テクト

ロニクス）TBS1064 
1 物理学実習に使用 

実験  超音波診断装置（Aloka SSD-210 DX） 1 物理学実習に使用 

実験  超音波診断装置(ポケットエコーmiruco) 2  物理学実習に使用 

実験 CR 装置(Konica Minolta REGIUS Σ II) 1 物理学実習に使用 

実験 X 線発生装置(Sofron NST-1005) 1 物理学実習に使用 

実験 近赤外 CT キット 8 物理学実習に使用 

 


